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ポリヌクレオチドホスホリラーゼ(EC2.7.78) を，光合成細菌R. rubrum から均一な状態まで精製







トホア膜より精製した共役因子はCa2 +存在下で、のみATPase活性をしめす(Ca2+ -A TPase)。けれども
膜結合型がしめすMg2 +ーおよび、Mn 2 +-ATPase活性をしめさな Po 精製した共役因子がCa2+--ATP




1) 適当なpH指示薬は精製共役因子のCa2+ -ATPase活性をMg2+ーおよび~Mn2+ー ATPase活性に変
換する。変換活性の程度は次の順序であった。エチルオレンジ>トロパエオリン000注メタニルイエロ




(C12 H25 S03 Na)が最も効果的であった。精製共役因子のMg2+-ATPase活性の発現に効果のある界











スクロマトグラフィの結果から，精製した変換因子はパルミトレン酸 (16 : 1 ð9) であると推定した。
論文の審査結果の要旨
徐音夫君の論文は，光合成細菌 Rhodospirillum rubrum の ADP代謝に関与する酵素の中の 2 種す
なわち Ca 2+-ATPase とポリヌクレオチドホスホリラーゼの精製法の確立とそれらの性質の明確化を
行ったものである。中でも， Ca 2+-ATPaseは，元;来，クロマトホア膜に結合して存在しており，そ
の膜に存在する光合成電子伝達系の酸化還元反応に共役して ADPと Pi から ATPを合成する，いわゆ
る共役因子として機能している。けれども，この酵素は，膜結合状態ではMg2+の存在下で、活性をしめ
すのに対して，単離された状態では Ca+の存在下で、活性をしめす。本論文では，クロマトホア膜を50




Cal+ -ATPase を Mg2+ -ATPase に変換する能力をもつことを見出し， Ca 2+-ATPaseの Mg2+-A
ATPaseへの変換に必要な諸条件を詳細に調べた。これらの結果に基き，共役因子が，光合成電子伝
達系の酸化還元反応に共役して， ATP合成に必要なエネルギーをどのようにして分子内に取り込む
か，を推察した。
以上のように，本論文の結果は，単に 2 種の酵素の精製と性質に加えて，共役因子の活性化機構の
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解析に大きく寄与するものであり，理学博士の学位論文として十分な価値をもつものであることを認
める。
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